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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

１　地域基幹園芸品目�生産振興�農家
�所得向上

《須崎市、中土佐町、津野町》

　ま�まり�ある園芸産地�くりを推進する��し�
収量・品質�向上�努める。同時�、消費者から
�安全・安心�要望�応えるため�環境保全型農
業を推進し、産地�こだわりを「見える化」した販売
�対応し�エコシステム栽培品目�増加�取り組
むこ����より、販売額�維持・増加を目指す。
あわせ�、重油価格等�資材高騰�対応する��
し�経営内容�改善を進めるこ��より農家�所
得向上�取り組み、産地�安定的�発展を目指
す。

【ＪＡ土佐くろしお、ＪＡ四万十】

〇学び教え会う場�活用等�より、主幹品
目�収量・品質が向上し�販売額が高まっ
た。
　　ミョウガ��平成23園芸年度�販売額が
52.9億円��った。
〇ＩＰＭ技術�主要8品目�取り組ん�おり、
シシトウ�現地実証圃�取組�成功�よ
り、天敵�導入が急速�進み農薬使用量�
低減���がった。
〇省エネ対策�多層被覆や変温管理、ヒー
トポンプ�導入���より年々進ん�いる。
◆個々�農家�所得�安定化・新規就農者
�増加

・JA土佐くろしお管内農業振興連絡協議会�開催（第１回
委員会、各PT会）
・各PT会�おける活動�進捗管理
　収量・品質向上対策：現地検討会・目慣らし会等（57回）
　　　　　　　　　　　　　栽培現地実証圃�調査・検討（43ヶ
所）
　生産コスト低減対策：現地実証圃（18ヶ所）
　　　　　　　　　　　　　　　ヒートポンプ研修会�開催（1回）
　環境保全型農業�推進：IPM技術実証圃�調査・検討
（31ヶ所）
　排液及び循環型処理装置�実証・検討（11カ所）
・新規就農者激励会、基礎講座�開催（1回）
・モデル農家等巡回指導（週１回程度）
　

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

２　中山間地域��持続可能�農林業経
営�確立

《梼原町、津野町》

　園芸基幹品目�おい�、平坦地域�遜色�い所
得を得る生産規模�確保、栽培技術向上、有利販
売�取組を推進する。
また、安定的�所得を得る複合経営（農業、林業、
直販所出荷、農林産物加工を含む）を確立し、地域
内へ�波及を図る。

【ＪＡ津野山】

○農産物価格�低迷�農家数�減少（特�
基幹４品目生産農家�過去3年間�３５％
減）�より、農産物販売額�低下したが、複
合経営�よる中山間地域��所得確保�モ
デル的農家を育成し、所得向上�可能性が
見え�きた。
○農協間連携�よるユズ�導入が進み、中
山間地域��新た�産地化、所得�確保�
可能性が出�きた。
◆平坦地�み�所得を上げる農家�育成
◆中山間地域�園芸産地�維持

・品目別推進方向作成
・担い手�育成
　新規就農者研修施設「営農みらい塾」�円滑�運営へ
�支援
・栽培指導
　栽培講習７回（合計５品目）、現地検討会９回、実証圃・
モデル園設置６カ所、個別巡回指導等８９回
・津野町直販所連絡会

４  津野山牛ブランド化

《梼原町、津野町》

津野山地域（津野町・梼原町）�子牛生産から肥育
�地域一貫経営を確立し、地域内外�精肉や肉�
加工食品を販売するこ��、「津野山牛」�認知度
をアップし、生産頭数増、飼育者増等�繋げる。

　【（仮称）肉用牛増殖育成センター、梼原町、津野
町】

○船戸加工所「満天�星」�おい�津野山
牛�商品化（総菜・アンテナショップ�レスト
ラン用メニュー）が�きた。
○平成２５年度から、哺育牛�預託がスター
トする。津野・梼原町から利用料金�補助が
あるため、カルスト牧場�放牧�キャトルス
テーション�子牛預託�一体的�体制が確
立された。
◆地域�おける生産から販売ま��一体的
�増殖肥育販売体制�確立が必要�ある。
◆消費者へ�認知度アップ�よる購買者確
保対策（家畜市場�し��魅力�くり）を図ら
�く���ら�い。
◆四国カルストを利用した「夏山冬里方式」
�管理体制（人員確保��）�強化が必要
�ある。
◆ＪＡ津野山増殖育成センター�方向性が
決まら�いため、基本戦略策定が難航し�
いる。

・津野山牛ブランド化推進戦略会議（４回）
・キャトルステーション�預託が本格的�スタート
・キャトルステーション預託子牛�体型測定（９回）
・高知県産業振興アドバイザー制度を活用し、指導・助言
を受ける（２回）
・キャトルステーション�発泡消毒（１回）
・キャトルステーション�ドロマイト石灰消毒(２回）
・先進地（宮崎県都城市）�低コスト牛舎及び飼養管理方
法�視察

３　基幹品目等�維持・発展�よる地域
農業�活性化

《四万十町》

農業�基幹品目及び推進品目等�維持発展�た
め�、農業者�関係機関が一体��っ�、収量・品
質�向上、経営改善、環境保全型農業�推進�取
り組む。

【JA四万十】

○栽培技術�向上�より目標収量が達成さ
れ��ある。
　　目標収量達成農家率（基幹4品目）
H24：40%
○関係機関�連携した取組�より新規就農
者が確保された。
　　H24：9名（Ｈ24,6月現在）
○関係機関�連携した取組�より経営体�
強化が図られ��ある。
　　レンタルハウス�よる規模拡大他　H24：
9件（ニラ7件103ａ、ミョウガ1件9ａ 他1件）
◆重油���高騰�よる農家所得�減少が
懸念される（ミョウガ、ピーマン他）
◆MB代替技術�スムーズ�定着�よる病
害発生�抑制（ショウガ）
◆収量・品質向上�向けた炭酸ガス��環
境測定・分析が必要�ある（ミョウガ、ニラ）

・ま�まり�ある園芸産地育成事業�おける現地検討会�
��開催
　※ミョウガ5回、ピーマン5回、ニラ18回、露地ショウガ4回
・ＪＡ�連携した個別面談方式等�よる品目別経営分析説
明会�実施（11品目）
　※ミョウガ、ピーマン、ニラ、キュウリ、アスパラガス  他
・新規就農者等へ�支援
　※経営支援会議�開催9回、新規就農研修支援会議�
開催4回
・レンタルハウス整備事業�導入
　※6件（ニラ3件55a、キュウリ2件33a、ミョウガ1件12a）
・こうち農業確立総合支援事業�導入
　※2件（ミョウガ養液システム1件、水耕セリ養液システム
1件）
・経営体育成支援事業�導入
　※１件（ニラそぐり機）
・レンタルハウス事業、燃油高騰対策リース事業�導入
　※HPが12戸導入（キュウリ7戸、ユリ3戸、ミョウガ2戸、リ
キュウソウ1戸）
・こうち売れる米�くり事業�導入



・ミョウガ�平成25園芸年度�販売額�55.9億円（前年比
108％）�当初目標を上回った。
・新規就農者激励会（12/14人）や基礎講座（24人）�参加者
が多く、関心�高いこ�が示された。
・各品目�現地検討会や目慣らし会�実証圃�データや結
果を示すこ��、栽培技術�見直し等�生産者�理解が進ん
�いる。
・ヒートポンプエアコン�研修会��、57戸�生産者が集まっ
た。
　

・ミョウガ�平成25園芸年度�販売額�既�当初目標を
上回ったこ�から、目標値�上方修正を行う必要が��
きた。
・栽培技術�見直し等�生産者�理解が進み、特�ミョ
ウガ��，ハウス内環境制御へ�関心が高まっ�いる。
・研修会�開催等�より、次作�対応��い�生産者
個々�意識が高まっ�いる。
・ヒートポンプ483台導入（H24・25）

【指標】
主要農産物販売額
(H19ミョウガ47.2億円)
(H23ミョウガ　52.9億円)

【目標(H27)】
ミョウガ　55億円

【H25到達点】
ミョウガ　53.8億円

アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・地域全体�園芸品目推進方向を共有
・７月末現在�主幹品目生産量�、小ナスを除き平成２３年
度以降�最も多い傾向
・津野町内��１農家がミョウガ�土耕栽培から養液栽培へ
転換予定
・10月末現在�おける主幹品目�平均収量�、前年度より概
�増収

・営農みらい塾終了者1名が梼原町�就農 【指標】
①農協取扱主要品目売上（Ｈ19：6.1億
円）
（Ｈ22：5.6億円）
②所得400万円以上�農家数（Ｈ22：1
戸）

【目標(H27)】
①5.9億円
②5戸

【H25到達点】
①5.3億円
②4戸

・キャトルステーション預託頭数　26頭（12月末）
・預託仔牛�おおむ�順調�成長
・キャトルステーション�哺育・育成された、農家�預託牛が
初め�高原家畜市場�上場された。発育良好�、体重、体高
�発育基準値�上限を超え�いた。１１月�家畜市場�も農
家から３頭出荷されたが、発育�良好だった。
・マイコプラズマ病�より預託が中止され�いたキャトルス
テーション�預託再開。(12/1)

・キャトルステーション預託牛が初め�高原家畜市場�
上場され�、９月�市場��最高値を付け高評価され
た。
・１１月�家畜市場��、キャトルステーション預託牛３頭
が農家から出荷され、市場平均よりも高価格�取引され
た。

【指標】
①地域牛�頭数
（H22：203頭）
②増殖育成センター�おける地域牛�
占有割合（H22：18％）

【目標(H27)】
①230頭
②40％

【H25到達点】
①209頭
②34％

品目別経営分析説明会　参加率：57％ 【指標】
ニラ販売金額
(H22：8億円）

【目標(H27)】
10億円

【H25到達点】
9.3億円
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項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

５　大野見米�ブランド化

≪中土佐町≫

　四万十川�豊か�自然条件を活用し�生産され
る大野見米�ブランド化をキーワード�し�、ま�ま
り�ある生産・販売体制を構築し、消費者�選ばれ
る米産地�くりを推進する。

【中土佐町、JA四万十】

○エコ米販売量（平成２３年度１．1ｔ、平成２
４年度１．６ｔ）、販売単価１２,０００円／３０ｋ
ｇ、執行委員体制７名�確立、テキスト�作
成、ホームページ�立ち上げを行えた。
○栽培方法�ルール作りを行い技術�統一
化、出荷基準�設定が�きた。
◆個々�生産者�販売量�ばら�きがあ
り、全体�販売量が少�い。栽培技術�向
上が必要�ある。また、販路�イベント��
対面販売、口コミ��が多く、販路も少�い。

・事前打ち合わせ�開催（５回）
・執行委員会�開催（６回）
・教育現場��交流活動（８回）
・現地検討会及び実証ほ調査�実施（１０回）
・臨時総会�開催（1回）
・販売促進活動（第８回おお�み新米フェスタ、ふるさ�祭
り、中土佐町久礼八幡宮門前市、連携企業へ�販売、
ネット販売��）
・官能試験�実施

６  ��茶販売戦略

《津野町》

単価安�二番茶をほうじ茶�し�「お茶スイーツ」�
加工し、商品力�トップランナー�し��地位を固
めるこ��、「��茶」�地域ブランド化を目指し、
主力商品�ある、一番茶�単価アップ、生産・販売
量増等�波及効果を狙う。

【ＪＡ津野山、津野町】

○専門家�よりニ番茶を使ったスイーツ�メ
ニュー開発、販売計画�共�食材供給体制
�整備��が�きた。
○�っぺん四万十茶�改良、ほうじ茶�ペッ
トボトル�試作（工業技術センター協力）・製
品化�着手
◆価格低迷が続く中、独自販売や付加価値
を付け�安定価格��取引を望む声が強
い。
◆二番茶�平成16年頃から急激�単価安�
�っ�いる。
◆地域ブランドを確立し、一番茶�販売増を
図る必要がある。

・生産者アンケート　・津野山茶業組合員対象
・販売促進　・ふれあい特産市等�試飲販売を行う
（初め�葉山茶（葉山茶業組合・ＪＡ土佐くろしお）が参加）
・��茶販売戦略検討会（４回）
・産振アドバイザー導入（1回）
・津野山農協、津野山農協茶生産組合へ�計画説明
・茶出前授業（4校）

７　集落営農組織�ステップアップ�推
進

《四万十町》

集落営農組織�農地�集積や法人化、組織�経
営安定等、集落営農組織�ステップアップ�向け
た取組を推進し、農地を守り次世代�継承�きる
集落営農組織へ�発展を目指す。

【集落営農組織】

〇研修会や講演会等を実施し�きた結果、
集落営農組織�法人化へ�関心が高まり、
１組織が法人化へ向け��検討を始めるこ
���った。
〇（農）ビレッジ影野�後継者が2名確保さ
れ、生産基盤を確立するため�規模拡大が
進んだ。（H25、雨除けピーマン32a、露地ショ
ウガ110a）
◆高南地域集落営農組織協業経営研究会
�現在11組織あり、農地集積や農業所得を
確保する仕組み�くりが5組織�実践され�
いるが、6組織�模索中�ある。
◆平野営農組合�具体的�法人化計画�
作成。
◆（農）ビレッジ影野�生産基盤�早期確立
�よる経営�安定。

・各組織対応・・・総会3回、運営等�指導・助言（会18回、
個別）、栽培技術指導・助言（会6回、個別）、講演会1回、
研修会3回、先進事例調査1回、聞き取り
・関係機関・・・総会1回、打合せ会15回、研修会3回
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
（1名）
・集落営農・拠点ビジネス支援事業�よる機械整備

８  直売所・農家レストランを核�した「地
消地産」�推進

《四万十町》

ＪＡ四万十「み�り市」産直コーナー等へ�野菜�
安定供給や販売拡大を図る�共�、「み�り市」�
移転、農家レストラン�開業を行い、地消地産�よ
る地域�農業者�所得向上を目指す。

【ＪＡ四万十】

〇農家レストラン企画検討委員会��検討
や先進地視察等を実施し�きた結果、ＪＡ女
性部が主体��っ�運営する農家レストラン
を開設する方向�検討を始めるこ���っ
た。
〇「み�り市」へ�出荷者を増やすこ�を目
的�し�、野菜栽培�基礎��い�研修・実
践する「ＪＡ四万十農業塾」が開校した。

◆コンサル活用等�よる農家レストラン開設
�向けた具体的�計画�くり。
◆平成２４年度�「み�り市」�産直部門�
販売額�前年対比９２．８％（Ｈ２５年２月末）
��っ�おり、販売額�拡大�向けた改善
が必要。

・ステップアップ事業実施
・農業創造セミナー（スタートアップ）（応用実践コース（5
回））参加
・農業塾�開催（10回）
・農家レストラン研修会（4回）
・直売所先進地調査（2回）
・地産地消PT会�開催（6回）
・野菜栽培等講習会（3回）
・産振補助金（総事業費111百万円、内県補助50百万円）



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・迅速�ホームページ�更新
・教育現場��交流活動（�べ９３名、うち中学生１２名、小学
生１２名、大学生３２名）
・エコ米目標販売量�超過（１１月２０日現在約３．７ｔ）。
・官能試験結果良好

・中山間地域対策課�結プロジェクト事業を活用した高
知県立大学��交流活動�開始。
・著書やTB�ラジオ番組���紹介。
・新米フェスタ�取り組みが、高知新聞�取り上げられた
（10月21日付）。
・高知県立大学や大野見中学校��来年度以降�交流
を予定。

【指標】
   エコ米販売量
　　　 （H22:  618㎏）
        （H23:1,048kg)

【目標(H27)】
 20t

【H25到達点】
 3t

・生産者アンケート　28名提出
・ふれあい特産市　約3,000人来場
・新規ペットボトル茶試作開始
・計画詳細�設計、進捗管理作成へ

【指標】
茶販売額
（H22：65,720千円）

【目標(H27)】
69,000千円

【H25到達点】
57,800千円

　1組織が、12月2日法人設立（農事組合法人ひら�）。 【指標】
法人化等組織数
（Ｈ22：1組織）

【目標(H27)】
４組織

【H25到達点】
２組織

・基本コンセプト策定
・農業創造セミナー（スタートアップ）23名、（応用実践コース）
各5名参加
・農家レストラン研修会：参加者延べ56名
・直売所先進地調査：参加者延べ26名
・野菜栽培等講習会：参加者延べ238名
・産直コーナー販売金額：9,683万円（11月末）
　（昨年同期比104％）

・生産履歴記入（農薬�適正使用等）�対する農家�意
識が高まった。
・惣菜コーナー��試作品販売が定期的�実施され始
めた。
・JA四万十管内「おいしいも�コンテスト」�惣菜コーナー
担当グループが優勝。

【指標】
産直コーナー�販売金額（Ｈ22：159百
万円）

【目標(H27)】
180百万円

【H25到達点】
160百万円
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

・有望品目を絞り込ん�生産販売（玉�ぎ、里芋、ナバナ
等）
・玉�ぎペースト�サンプルを配布
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
（5名）
・新た�主力品目�作付け（人参2.9a）
・圃場整理

１０　四万十町�こだわり野菜を使った加
工品�生産販売�よる地域活性化

《四万十町》

四万十町�農薬や化学肥料を使わずこだわりを
持っ�栽培した野菜を利用し�、価値を最大限�
活用した加工品�開発�販売拡大を行い、農家所
得�向上�地域雇用�確保、農業�担い手�くり
��地域�活性化を図る。

【桐島畑】

○平成２２年度�加工施設完成�より、加
工品�生産体制や野菜�出荷体制が整
い、顧客�増加も図っ�目標値を達成した。
２４年度�、主要�取引先��意見�食い
違いが生じ、大きく売上が落ち込んだも�
�、販路拡大�努力を続け取引先�確実�
増え�いる。
○雇用も継続�き、研修生受け入れ�小規
模�も継続、独立者が町内定住�繋がっ�
いる。
◆今後、野菜�付加価値向上�販路�拡
大、需要増�伴う安定供給体制�くりが必
要�ある。

・和風マスタードを商品開発し、高知市内�テスト販売（40
本）
・和風マスタードを高知市内�販売開始
・研修生２名受け入れ
・関東方面��広報活動（チラシ掲載）
・視察�受け入れ（2回）

９　四万十町地産外商�推進

《四万十町》

中山間地域�小規模・高齢農家�農業振興を図る
ため、大正・十和地区を中心�市場�要望�ある
農林水産物�生産・集出荷加工流通販売体制を
江師農林水産加工場を拠点�構築し、農林水産業
者�所得向上及び地域活性化を目指す。

【四万十町地産地消外商協議会】

○２２年度�四万十町江師農林水産物集出
荷加工場�稼働�より、町内�農林水産物
を惣菜や冷凍食品�原材料�し�1.5次加
工、販売する体制が整い、県外食品加工会
社等へ�市場調査や商談���実施�新
た�販路を開拓し、農林水産物加工場を地
産外商�拠点�した流通販売体制�くりが
進んだ。
○生産が集中した時期�、1.5次加工を行い
一定安定供給が可能��り、欠品件数�減
少が図れるよう��った。
○庭先集荷及びコンテナ出荷が定着し、主
�ナバナ�集荷、出荷が確立され生産指導
�より品質�統一化も出来た。
◆販路開拓�出荷契約量�拡大したが、安
定供給�ため�、商品（生産物）�確保、他
組織や団体��協力関係�構築、生産者�
意欲向上が必要。

１１　四万十�栗再生プロジェクト

《四万十町》

北幡地域�生産される栗�産地力強化�向け、民
間直営農場や作業受託組織�育成等、新た�担
い手�よる生産拡大�増産�対応�きる集荷施設
�整備��を行い、安定的�加工商品�生産�需
要�拡大を図り、中山間地域�活性化を目指す。

【四万十�栗再生プロジェクト推進協議会】

○四万十�栗再生プロジェクト推進協議会
(H21設立)�、生産から加工、流通販売�至
る一元的�体制を構築する��も�、せん定
技術や選果選別�徹底�より品質向上を
図った。
　超特選栗志向者（園）11名認定
○新植、再生モデル園�設置や、先進地�
剪定師養成派遣研修�実施等�より、生産
者�栽培意欲�高まり�繋がっ�いる。
 ・新改植�増加　H22：3ｈａ、H23：3.5ｈａ、
H24：9ha
○タネヒサ（有）�十和工場�稼働(H18～)
�、新た�24人(季節雇用)�雇用が創出さ
れた。
○栗園地再編�向け、しまん�新一次産業
株式会社が設立(H24)された。
○産業振興推進事業(ステップアップ事業)を
活用し「しまん�茶栗庵」�基本設計調査を
実施し、茶・栗を中心�した商品加工�カフェ
機能をもった施設建設構想���がっ�い
る。
◆既存樹�更新、獣害被害対策�実施等
�よる生産量�拡大
◆集荷�一元化

・四万十�栗再生プロジェクトチーム会　1回
・四万十�栗再生プロジェクト打ち合わせ会　5回
・推進協議会�開催　1回
・モデル園�管理　4回
・しまん�新一次産業(株)へ�支援　14回
・産業振興推進総合支援事業費補助金
　「しまん�お茶栗カフェ」 19,985千円　(7/23)　計画変更
後18,400千円
・こうち農業確立支援事業補助金
　「下津井栗園作業道」　2,219千円　(7/29)
・栽培管理指導　6回
・栗振興大会開催
・JA高知�た大正・十和栗部会へ�支援　3回
・モデル園内�省力化ネット設置1ヶ所



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・売上高：９，０５０千円
　　　　　（前年対比：１０８％…１０月末現在）
・顧客：野菜生鮮　２件増
　　　　　加工品販売先　１４件増
・和風マスタード�テスト販売�完売
・和風マスタード�販売開始（月２０～３０本）

・従業員１名が独立し�農業�従事。
・研修生２名が８月から独立し、農業等�従事。

【指標】
加工品及び野菜販売額
（H21：6,558千円）
（H22：11,791千円）

【目標(H27)】
17,000千円

【H25到達点】
15,741千円

・売上高：15,827千円
　　　　　（前年対比：138.9％…11月末現在）
・圃場�返還（127a）

・圃場整理�よる作業効率化�経費削減
・有望品目（玉�ぎ）�生産増�よる売上増

【指標】
農林産物�生鮮加工販売額
（H22：約34,000千円）

【目標(H27)】
48,000千円

【H25到達点】
44,000千円

・栗振興大会：参加者27名
・JA集荷量22,394kg
・しまん�新一次産業(株)新改植予定地�整地完了(推定
1.7ha)

【指標】
原材料供給量(JA集荷量)
(H20：59ｔ)
(H22：56ｔ)

【目標(H27)】
100ｔ

【H25到達点】
80ｔ
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

１２　滞在型市民農園等を活用した四万
十町�移住を受け入れやすい風土�くり

《四万十町》

滞在型市民農園�機能強化やお試し移住施設�
整備��を行い、窪川、大正、十和�3地域ご��
地域��交流を含めた受入体制を整える��も�、
移住希望者等�ニーズ�沿った支援策を実施し、
四万十町全体�移住�繋がりやすい風土�くりを
目指す。

【四万十町、営農支援センター四万十（株）】

○クラインガルテン四万十を移住促進、担い
手確保�ため、平成21年度�施設を整備
し、22年4月�運営開始後、施設稼働率が
96.9%（滞在型施設稼働率100%（15/15棟）、
日帰り型施設稼働率94%（15/16区画）
（H25.3月末時点））�目標�80%を達成し�
いる。また、平成24年度�滞在型施設7棟増
設�コミュニティ施設を整備し機能拡充を
図っ�いる。
○平成23年度�役場�移住相談窓口を設
置し、空き家調査�実施やホームページ�
�情報発信、お試し滞在住宅�整備�あわ
せ�地域��協力関係�くり�取り組む�
�、移住促進へ�取り組みが強化され�い
る。また、空き家情報や四万十町�移住者
へ�支援策をクラインガルテン及び農大等
�移住希望者�情報提供�きる仕組みが確
立され�いる。
○交流�促進��い�、施設内イベント及
び町内各種イベント等へ�施設利用者�積
極的�参加、住民��交流が広がっ�いる。
◆移住定住促進�繋がる仕組み�くりや施
設利用者へ�移住意欲�醸成�繋がる取
組が必要。

○移住促進へ�取組
・空き家調査後、ホームページ�よる空き家情報�提供
　ホームページ更新回数：19回、物件紹介5件
・移住相談会へ�参加：3回
・四万十町移住者交流会�開催：１回
・四万十町Ｕ・Ｉターン希望者住宅改修費補助金交付決定：
10件
・緊急雇用事業�導入（1名）
・県移住促進事業費補助金�導入
・県シェアオフィス推進事業�導入
・四万十町ケーブルテレビ加入金等支援事業�実施（6
件）

○クラインガルテン
・滞在型市民農園利用者選考会：3回
・利用者募集PR、各種相談会等：4回、マスコミ11回、HP
（町、ガルテン）
・運営協議会2回

１３　地域資源活用推進�加工場等�整
備

《四万十町》

○平成23～24年度�四万十町地域資源活
用協議会�中�、農大跡地�活用�加工施
設�整備��い�検討を行い協議会�し�
�報告書を取りま�めた。

・地域資源活用事業計画書を基�した協議：2回
・チーム会�開催：1回
・役場内協議：5回
・6次産業化構想準備会�開催：1回

１４　「四万十ヒノキ」�ブランド化を主体
�した地域森林資源�有効活用

《四万十町、中土佐町》

　四万十森林資源�高付加価値化を促進するた
め、広域�取り組む「四万十ヒノキ」�地域団体商
標登録を目指す�共�、F�C・�GEC認証材�加
工・販売�拡充、更��検討中�大型製材工場設
置�向けた取組を推進する。

【四万十町森林組合、須崎地区森林組合、四万十
町内製材業者】

○「高幡ヒノキ」から「四万十ヒノキ」�し��
ブランド化へ�広域的�取組を推進するた
め、広域４市町村（四万十市・三原村を含
む。）�連携し�「四万十ヒノキブランド化推
進協議会」が発足（H23.8.24）した。
◆「四万十ヒノキ」�し��規格・基準等が未
設定�、地域団体商標登録�ため�実績�
くりが遅延し�いるほか、制度�性格上から
森林組合�み�取組��っ�いる。
○F�C森林認証制度を活用した木材加工製
品�販売強化を推進し、需要低迷�中�安
定的�販売高を確保�きた。
◆F�C認証材が高付加価値化を得るま��
�至っ�おらず、PR強化�手法�顧客�手
応えを確保するこ�が緊要�ある。

・外商活動延べ220回（県内115回、県外105回）
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
（2名）
・新商品開発�検討

《四万十町》

四万十町�地域資源を広く活用し付加価値を付け
た加工品�開発�高品質�安定的�供給体制を確
保�きる拠点的�加工施設を整備し、農林水産業
�所得�向上�雇用�確保�繋げる。

【四万十町】

○農大跡地及び周辺施設を活用した農業経
営モデル�検討を実施。

◆事業実施計画�策定
加工施設整備�方向性�決定、事業主体
�決定及び連携事業者�検討、商品開発�
市場調査、集荷生産加工体制�構築��

・食品製造業クラスター先行モデル打合せ：1回



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

○移住促進へ�取組
・移住相談窓口��相談件数（11月末）：91件
・お試し滞在住宅�利用：8組（大正中津川：4組、広井：4組）
・シェアオフィス�利用（11月末）：5組

○クラインガルテン
・滞在型施設稼働率（11月末）：100%（22/22棟）
・日帰り型施設稼働率（11月末）：93.8%（15/16区画）

・移住者数（11月末）：13組23名 【指標】
①施設稼働率
滞在型市民農園
（Ｈ22：滞在型100％、日帰り型94％）
②移住者数
※四万十町窓口を通し�移住された方

【目標(H27)】
①90%
②15組

【H25到達点】
①90%
②8組

（11月末実績）
・製品売上高：1,36億円（前年同月比99.1%）
　内F�C製品：6.2百万円（前年同月比112.0%）

【指標】
①四万十ヒノキ�ブランド品�販売
②F�C等森林認証面積
(H22:3,755ha)
③F�C認証材製品売上高
（H22:11百万円）（総売上高�内数）
④JA�認定工場

【目標(H27)】
①原木：9,000m3、製品売上高：2.7億
（F�C製品：20百万円）
②5,700ha
③20百万円
④１社増設

【H25到達点】
①原木：7,000ｍ3、製品売上高：2.5億円
②5,644ｈａ
③10百万円
④－
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

１６　「１億円産業�復活」をスローガン�
する津野山産原木シイタケ�産地化�
推進

《梼原町、津野町》

○「スーパーマーケットトレードショー」へ�
出展等、デパート等へ�営業活動�より新
た�販売ルートを開拓する��も�、「大上厚
シイタケ」を筆頭�産地�知名度が向上し
た。
○高知県産業振興推進総合支援事業を活

・品評会へ�出品（2回）
・小部会「億産会」�開催（2回）
・共同ホダ場�利用開始（11月末利用面積：687㎡）
・講習会�開催（３回）
・ホダ場巡回（４日）

１５　循環型社会�構築を促進するため
�森林資源�有効活用

 《梼原町》

　持続可能�森林経営�も��計画的�木材生産
を行い、F�C森林認証基準�基�き生産した木材
製品�販売、及び林地残材等を活用した木質ペ
レット�製造・販売等を通じ�、地域林業�中核�
�る森林組合�経営体質を強化し、森林所有者へ
�所得向上を推進する。

【梼原町森林組合、ゆす�らペレット㈱、梼原町】

○梼原町森林組合�、建設業者等��JV�
よる効率的�「森�工場」を運営し、安定的
�木材生産量（H21～24　3,856m3）を達成し
た。
◆反面、森�工場�団地数を勘案する�木
材生産量が低量�あり、通年的�生産体制
�確立�生産性�向上�よる収益増が懸
案。
○製材品需要が低迷する�か、各種イベン
トも活用した継続的�営業展開�より、F�C
認証材�販売量（H24　1,341m3）を堅持し
た。
◆一般材��区別化を図るため�F�C認証
材�価値観を創出し得るPR強化�新規顧客
開拓�ため�営業活動�強化。
○梼原町�「環境モデル都市」宣言�基�く
エネルギー自給率100％達成�向けた木質
ペレット�安定供給体制�整備�、地域残
材等を活用した林家所得�向上�寄与�き
た。
○産振総合補助金を活用しおが粉製造機械
等を導入するこ��より、効率的�材料生産
体制を整えた（H24）。
◆ペレットボイラー普及�拡大�ペレット品
質�安定化。

・製材品販売�ため�営業活動
　延べ78回（県内44回、県外34回）
・ペレット生産�関する会議�開催
　取締役会4回、事業推進会議4回、生産部会24回
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費導入（1名）
・土佐�木販売促進事業�導入（産地セミナー�開催5
回）

《梼原町、津野町》

「大上厚シイタケ」を筆頭�する有望品目「原木乾シ
イタケ」を地域�特産品�し�磨き上げ、生産者�
所得向上���げるこ�を目的�し�、生産者�ス
ローガン�ある「１億円産業�復活」を実現するた
め�方針・推進体制�くりや基幹生産者�育成や
新規生産者�確保育成�よる担い手対策、商品力
�向上や加工品開発、生産者�連携した営業活動
�よる営業体制�強化�直販ルート�拡大、生産
施設�増強や低コスト�原木を確保する対策��
生産基盤施設�整備を実施する。

【JA津野山】

○高知県産業振興推進総合支援事業を活
用し、乾シイタケ販売量11tを達成するため
�施設整備（ハウス・乾燥機・散水施設�導
入、モデルほだ場�整備等）を行い、平成19
年度�販売量2.5tが平成23年度��6.1t�
大幅�増加した。
○JA津野山椎茸部会会員数�平成21年度
末�69名から平成23年度末�102名�増
加。生産者�意欲が高まっ�いる。
◆「１億円産業�復活」�いう生産者�思い
を実現するため��、それ�向けた戦略�
策定や生産・販売体制�増強�いった産地
化�向けた取組�強化が必要。

１７　美味しいt須崎�魚（いお）消費拡
大プロジェクト

《須崎市》

美味しい旬�須崎�魚を食べ�もらうこ�や学校・
保育給食��魚食�普及を行うこ����より、須
崎�魚�消費を拡大する。

【須崎市、海�駅「須崎�魚」】

○毎年9月�行�われ�いる新子ま�り��
�須崎�魚�PR��き�いる

◆観光客や市外在住者が日常的�須崎�
魚を食べるこ�が�き�い。

旬�魚ま�り開催（8回）
土佐�たたきフェア参加
ほっ�こうちランチパスポート参加
高知市内��チラシ配布



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・県椎茸品評会：優秀1名、金賞3名、銀賞5名、銅賞5名
・全農全国椎茸品評会：全農理事長賞1名
・講習会参加者：２０名
・ホダ場巡回：５ヶ所

【指標】
乾燥シイタケ�販売量
 (H19：2.5t)
 (H22：3.6t)

【目標(H27)】

(11月末実績）
・木材生産量：1,067ｍ3
  （前年同月比38.4%)
・認証材�販売量：916ｍ3
  （前年同月比105.4%)
・ペレット原材料�調達量：1,999ｔ
　（前年同月比94.1%）
・ペレット生産量：1,122ｔ
　（前年同月比158.3.%）
・産地セミナー参加者72名

【指標】
①木材生産量
（H19:0m3)
(H22:648m3)
②認証材�販売量
(H19:1,462m3)
(H22:1,015m3)
③ペレット原材料�調達
(H22:2,465t)
④ペレット生産量
（H22:1,108t）

【目標(H27)】
①5,000m3
②1,600m3
③3,900t
④1,700t

【H25到達点】
①2,800m3
②1,400m3
③3,900t
④1,700t

【目標(H27)】
11t

【H25到達点】
8.9ｔ

売上高2,861千円（11月末）対前年比84.4％ 【指標】
売上高
(H22:6,790千円)

【目標(H27)】
10,000千円

【H25到達点】
5,000千円
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

１８　野見湾産養殖カンパチ�販路拡大

《須崎市》

野見湾カンパチ養殖生産者グループ�漁協、民間
企業�が連携し、他産地�生産動向や県外大手出
荷業者�販売戦略�左右され�くい販売力（魚価
形成力、取引量�拡大等）を構築し、養殖業�振
興�資する。

【大谷漁業協同組合、大谷漁業協同組合ネイリ部
会、(株）み�み丸】

○H24年度ステップアップ事業を用い�、販
促資材（パンフレット、ポスター等）�作成、
奈良県や埼玉、東京���販促活動を行っ
た�ころ、H25年6月より奈良生協および埼玉
県�水産会社��取引開始が決定した。
◆取引開始�向けた出荷魚�品質�安定
化及び取引価格�決定
◆養魚餌料�高騰�よる経営圧迫
◆魚価�低迷

・関係者協議：11回
・カンパチ�給餌する直七�皮��い��協議：2回
・直七�皮添加試験開始（9/16）
・シェフツアーへ�参加(9/29)
・直七�皮添加給餌試験魚�身質評価
・シェフツアー参加11店舗�よる11月高知フェア開催�お
い�内5店舗が「極美勘八」を発注
・�らコープへ�「極美勘八」計20尾�試験出荷：2回
（12/14、21）

１９　浦ノ内湾産養殖マダイ�販路拡大

《須崎市》

浦ノ内湾�おける養殖マダイ生産者グループ�漁
協、民間企業�が連携し、他産地�生産動向や県
外大手出荷業者�販売戦略�左右され�くい販売
力（魚価形成力、取引量�拡大等）を構築し、養殖
業�振興�資する。

【高知県漁協深浦支所、土佐鯛工房、乙女会、(株）
大東冷蔵、（有）小島水産】

○H24年10月�実施した「関西圏飲食店関
係者�よる須崎養殖漁場見学ツアー（現地
視察兼商談会）」�乙女会、土佐鯛工房が
参加
○商談�結果、乙女会�2件�商談が成立
し、取引を継続中。
◆生産者�高齢化�よる、生産量�減少
◆養魚飼料�高騰�よる経営圧迫

・土佐鯛工房�よるイベント参加：10回
・乙女会�シェフツアー参加
・シェフツアー�参加した11店舗�よる11月高知フェア開
催
・乙女会�よるステップアップ事業申請（12/5）

２０　楠木鮮魚一を活用した南地区�活
性化

《須崎市》

須崎市南地区�漁業者グループ�より構成・運営
される鮮魚直売所�楠木鮮魚一��、滞在・体験
型�観光資源及び施設を整備し地区へ�観光客
を誘客するこ�、また定置�朝獲れ鮮魚や養殖魚
�いった野見湾�地魚を中心�した鮮魚商品�販
売力を強化するこ��より、将来的�南地区�地域
振興�資する。

【楠木鮮魚一（大谷漁協、野見漁協、双子大敷組
合、観音小型定置組合、大谷漁協タイ部会）】

○H21年からH23年�平均�25,000千円�
あった��対し、H24年度�売上�約29,000
千円�過去最高��った。
◆地元�顧客が高齢化�より減少し�き
た。

・イベント参加：1回
・生産基盤維持向上事業�導入
・関係者協議：5回
・先進地視察：2回

２１　中土佐町地域ブランド�創出�販売
促進

《中土佐町》

観光物産センターを設立し、中土佐町�観光情報
発信及び観光客�誘致を行う��も�、物産�おい
�も、スラリーアイスを活用した付加価値�高い水
産物（カツオ、メジカ、ウルメ、アマダイ等）�ブラン
ド化を図り、販路を開拓する��も�、町内�他�
地域産品を併せ�総合的�販売促進�繋げ�い
く。

【中土佐町】

○スラリーアイス�活用　（H21～H23）
　平成21年度�施設を整備し、スラリーアイ
スを活用した魚価向上対策�し�実証実験、
官能試験を実施し�きた。そ�結果、地元漁
師や協力店等から高い評価を得�おり、特
�カツオ�、新しい保存方法を用いる�48時
間後�も刺身�食べるこ�が可能��結果�
�り、有効性が証明された。
　官能試験�協力店(県外2店、高知市内8
店、町内9店)
　受注販売(県外1店舗、県内6店舗)
◆スラリーアイスを活用した高鮮度�魚を管
理し、安定し�流通させ、販路開拓を行える
システム�確立。
◆スラリーアイスを活用した高鮮度�魚�認
知向上。

・観光物産センターを事務所移転し、情報発信機能を強
化。
・観光キャラクターを活用したPR活動　12回
・「ぴんぴ鰹�タタキ」をイベント�PR：東京、大阪各2回、
香川、京都各１回
・水産物加工施設整備�係る作業検討会�実施：14回
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
(1名）
・観光物産センター�ブログ等�メジカ情報�発信（8月
～）
・「ぴんぴ鰹�たたき」テレビ番組�紹介：1回
・産振補助金交付決定（水産物加工施設整備：総事業費
49,908千円、補助金額33,272千円）
・ガイド付き自転車周遊コース�試行及び専門家アドバイ
ス�実施



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・カンパチ�餌�し�直七みかん�皮サンプル収受：約40kg
・直七みかん�皮サンプルを追加�約700kg収受
・今年度収穫分�直七みかん�皮約3.5t収受
・シェフツアー参加5店舗�よるフェア期間中�「極美勘八」�
メニュー化
・�らコープへ1月から20尾/週�出荷開始

・直七�皮添加試験を約１ヵ月行うこ�が可能��った
・来年度も期間限定�直七皮を添加した極美勘八を生
産、出荷する
・シェフツアーを通じ、フェア期間中�メニュー化されたこ
��関西地域��極美勘八�認知度が向上した
・�らコープへ�出荷が開始されるこ�から、来年度産直
産品へ�認定が期待される。

【指標】
大谷漁協ネイリ部会・み�み丸販売数
量
(H24：30尾)

【目標(H27)】
6,400尾

【H25到達点】
1,600尾

・�らコープが海援鯛を産直産品へ認定
・�らコープ�海援鯛200尾/週�出荷開始
・シェフツアー参加5店舗がフェア期間中�乙女鯛をメニュー
化

・海援鯛が�らコープ�産直産品�認定を受けたこ�か
ら、�らコープ全店舗��指定取り扱い商品��り、鯛工
房�し�安定した取引先を獲得
・シェフツアーを通じ、フェア期間中�メニュー化されたこ
��、関西地域��乙女鯛�認知度が向上した

【 指標】販売数量
・土佐鯛工房
(H24：約7万尾)
・乙女会
(H24：約4.5万尾)

【目標(H27)】
・土佐鯛工房 約8万尾
・乙女会　約5.5万尾

【H25到達点】
・土佐鯛工房　7万尾
・乙女会　4.5万尾

・イベント売上：約400千円
・交流人口：　12,737人（11月末現在）

【指標】
交流人口
H24：2.5万人

【目標(H27)】
3万人

【H25到達点】
2.5万人

・町外客へ�観光案内
・「ぴんぴ鰹�たたき」個人向け販売実績
　　上期　94セット　674,260円　(4/1～9/30）
　　下期　83セット　687,500円　(10/1～12/17受注額）
・「ぴんぴメジカ」販売実績（取引実績16店舗）
　　564,710円
・観光物産センターブログ�アクセス数 13,236件（12/17現
在）

・上ノ加江海鮮祭�来場者が過去最高を記録
・大正町市場へ�観光客�増加

【指標】
商品販売高
(H24:8,408千円）

【目標(H27)】
25,000千円

【H25到達点】
　－
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

２２　シイラ加工�生産体制�強化

《四万十町》

　四万十町興津地区�おい�、水揚げ直後�シイ
ラを高鮮度�まま加工、販売し�いる企業組合�
原材料�調達や商品開発、販売促進を支援し、企
業組合�経営安定を図り、地域�活性化�繋げ
る。

【四万十町、興津漁協四万十マヒマヒ丸企業組合、
興津漁協】

○シイラ加工販売施設�整備オープン(H22
年4月）
○フィレマシン等�導入(H22年11月）�よる
一次加工�処理能力向上�加工商品�品
質向上。
○新商品�開発　約48品(試作品含む）
○取引先�確保：39業者（H24年度�新規
開拓先2業者）
○販売金額：11,600千円（H24）
○地域雇用�場を確保
◆安定的�原魚調達
◆経営体�し��管理・生産能力�向上

・関係者協議（1回）
・他社��商談（5回）
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
(2名）
・イベント販売�実施（3回）

２３　シイラ加工食品�生産拡大

《四万十町》

四万十町産�シイラ�農産物素材��コラボ�よる
練り製品�新商品開発�販路拡大を図り、シイラ産
業�発展を加速させる。

【（株）けんかま】

○シイラ竹輪�量産体制�確立（製造ライン
整備　H23年1月）
○興津漁協四万十マヒマヒ丸企業組合�連
携したこだわり�ある「四万十マヒマヒ竹輪」
�商品開発
○販路開拓：県内外�量販店グループ
○「四万十マヒマヒ竹輪」以外�新商品�開
発4品目（H24）
○「四万十マヒマヒ竹輪」販売金額：6,539千
円（H24年2月末）
○「四万十マヒマヒ竹輪」が、第64回全国蒲
鉾品評会農林水産大臣賞及び第51回農林
水産祭日本農林漁業振興会会長賞を受賞
○興津漁協四万十マヒマヒ丸企業組合から
�原材料�確保18.5ｔ(H24）
◆競合他社製品��差別化を図る仕掛け
◆シイラ利用拡大�ため�新商品開発

・こうち農商工連携事業�よるアドバイザー�招聘（8回）
・関係者協議（1回）

２４　須崎市まち全域がサービスエリア構
想推進事業

《須崎市》

高速道路�県西部へ�延伸�伴い、須崎市が通
過点��るこ�を防ぐため、須崎�まち全域をサー
ビスエリア的�利活用し、高速道路利用者�まち
�機能を活用したさまざま�サービスを提供するこ
��よっ�、まち�活性化を図る。

【須崎市、須崎市まち全域がサービスエリア構想推
進委員会】

○�AT情報館、街角ギャラリー、駅前トイレ、
駅前観光案内所、駅前食堂���設置�よ
り、立ち寄り拠点が�き、�ATま�りやまちあ
るき�実施�より、それぞれ�施設を巡る仕
掛けも�き��ある。
◆�AT構想�理念を継承した新た�取組�
検討

・すさき�AT街角ギャラリー・ほっ�一息休憩所整備事業
（緊急雇用）4,985千円
・すさき�AT観光ガイド及び賑わい�くり企画実施事業（産
振ふるさ�）
  （市1,479千円、県2,957千円）
・地域おこし協力隊　１名雇用　3,500千円
・須崎的文化創造戦略事業（３回）
・須崎まち�かお宝発見隊開催（9/22）
・観光庁実証実験協議（３回）
・実証実験まち歩きコース確認（12/3）

２５　大正町市場商店街活性化事業

《中土佐町》

　中土佐町�観光拠点�あり、地域�中心商店街
�もある「大正町市場商店街」�空店舗を有効活
用し、大正町市場及び中土佐町�観光案内や町
内産品�販売��大正町市場�活性化�繋がる
拠点�し�整備する��も�、町内全体へ�観光客
�集客を図り、町全体へ�波及効果を促す。

 【大正町市場組合、中土佐町商工会、中土佐町】

○空き店舗�活用（H22～23）
スーパー跡地を町が休憩所�し�整備し、観
光情報発信�場�し�活用する��も�、旧
高知銀行跡等�民間�よる活用もあり、目
標�達成された。

◆高齢化等�より徐々�空き店舗が増える
大正町市場�状況をふまえ、核��る大正
町市場商店街�活性化及び町内へ�入込
客数�増加を図る方策を考え実行し�いく
必要がある。

・大正町市場協同組合�法人化（H25.3.27）
・中土佐町起業支援型地域雇用創造事業（１人）
・商店街を考える会開催（9回）
・アドバイザー招聘（4回）、ワークショップ（3回）、先進地視
察（１回）
・文化的景観を活かした街�くり「久礼乙姫塾」開催（3
回）、イベント企画（1回）
・フェイスブック�よる情報発信
・漁師町�食文化ワークショップ開催（1回）
・大正町市場ポータルサイト公開
・市場�めし屋浜ちゃんブログ公開



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・加工品販売金額　10,540千円（11月末）
　　　　　　　　　　　　　（前年比112％）
・取引開始2社

・地域雇用�場�確保
       （正職員２名、パート職員４名）

【指標】
加工品販売金額
（Ｈ22:7,382千円）

【目標(H27)】
15,000千円

【H25到達点】
15,000千円

・シイラを使用した新商品�販売開始
・フィレ取扱量16.2ｔ（前年比91％）

・新商品�売れ行きが好調�あるこ�や、月1回程度実
施し�いるこうち農商工連携事業�アドバイザー�指導・
助言�より、会社全体がやる気��っ�いる。

【指標】
フィレ取扱数量
（Ｈ22:13ｔ）

【目標(H27)】
34t

【H25到達点】
25t

①街角ギャラリー来場者数（11月末時点）
　　  122.5％（対前年比）
       (H24：3,028人→H25：3,712人）
③携帯サイトアクセス数（11月末時点）
　　　100.4％（対前年比）
　　　 （H24：1,864,466件→H25：1,873,488件）
須崎的文化創造戦略事業：参加者延べ103名
須崎まち�かお宝発見隊：参加者12名

【指標】
①街角ギャラリー来場者数(H22:2,071
人）
②日・木曜市出店者（H22:60店）
③携帯サイトアクセス数(H22:2,246千件)

【目標(H27)】
①1万人
②80店
③10,000千件

【H25到達点】
①4,000人
②60店
③6,000千件

・浜ちゃん食堂入込客数　24,075人（12/2現在）  前年比
102.6%
・アドバイザー�よるワークショップ参加者�べ66人
・「久礼乙姫塾」受講者数　�べ約70人
　久礼乙姫�会イベント”久礼�おきゃく”112人
・フェイスブック　212イイ�(12月現在)
・漁師町�食文化ワークショップ　参加者6名

・門前市�集客数増加（約300人）
・情報発信�活発化
・商店街組織�一本化

【指標】
大正町入込客数�増加（浜ちゃん食堂）
（H22:25,463人）

【目標(H27)】
28,000人

【H25到達点】
26,000人
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

２６　久礼�浜屋敷整備事業

《中土佐町》

久礼新港背後地�おい�、中土佐町�豊か�自然
や食材、伝統文化や人�いった地域資源を有効�
活用し�、町全体�賑わい�創出���がる施設
等を整備し、所得向上や雇用�創出を�じめ町全
体�経済効果を波及させる。

【中土佐町】

○久礼新港�背後地利用計画��い��、
「まち�くり検討委員会」や関係者�賑わい
�創出�繋がる施設整備�向け�協議検
討する��も�、用地取得や経営計画策定
業務を委託する��具体的�動き始めた。
　用地取得完了（買収面積A=9,752.04m2）
　温泉掘削作業完了（泉温31.5℃、湧出量
53L/min）
◆施設建設工事費�平成25年度当初予算
�、平成25年3月議会�否決されたため、計
画�再検討が必要��っ�いる。（平成25年
3月14日）
◆施設�運営管理者�決定及び育成
◆計画�参画する多様�ニーズを持�関係
者��調整
◆津波避難対策

・議会全員協議会�施設計画�変更案提示
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入

２７　「中土佐�うまいもん食わしちゃお」
商品開発プロジェクト

 《中土佐町》

現在進め�いる地域資源を使った商品開発を継続
発展的�進め�いくこ��より、中土佐町�地域産
業�向上を図る��も�大正町市場を中心�した
地域�活性化を図り、賑わい�くり�創出を行う。
中土佐町�海から�物語性�ある商品を開発し、
次世代ターゲット��る若者層�関心を高め、新規
顧客を開拓するこ��より、都市部��交流や消費

○「か�お」を使った商品開発�販路開拓
（H21～H23）を進め、辛焼味噌カラヤン、�
ぶらスープカレー、漁師�ラー油��目標�
5商品以上を開発し、グルメ＆スタイルダイニ
ングショー��受賞や漁師�ラー油�ヒット
��生産体制が追い�か�いほ�、高い評
価を受けた。
○大正町市場�活性化（H22～H23）
○「cafe do'kuremon」をオープン(H22年4月）
し、中土佐�食文化を広める��も�雇用�
創出�繋げる��、大正町市場�賑わい�
くり�取り組んだ。

・経営革新事業�採択（H25.4.1）及び実施（3回）
・土佐経営塾参加(2回)
・テレビ取材等�おけるPR（9回）
・カフェ�リニューアル
　（名称変更：市場食堂�久礼もん、新メニュー：か�お
丼、海鮮丼）
・各種イベント��PR販売（14回）
・起業支援型地域雇用創造事業　新規雇用１名
・「いい物おいしい物発見コンクール」出展
・「ニッポン全国物産展」出展

２８　梼原町地場産品�地産地消・外商
�促進

≪梼原町≫

梼原町�ある一次産品や加工品��、さまざま�
地場産品�町内外へ�販売を、ＩT等�活用、町内
外へ�販売促進活動、並び�町内�福祉施設及
び小中学校等�給食�地域産品を調達する仕組
み�くり�よっ�促進する��も�、地場産品�商
品力向上を促進する。

【梼原町商工振興協同組合、ＪＡ津野山、町内事業
者、生産団体】

○イベント等�参加�ほか、松山市�量販
店��店頭販売等新た�取組が生まれ�い
る。
○平成22年8月�オープンした「まち�駅」�
出荷登録者数�徐々�増加し、平成25年3
月�99名��っ�いる。
○フードコーディネーター�指導�よる食品
加工研修や町単独事業�より、新た�商品
作り�取組が生まれ�いる。
○学校給食�おける地産地消�、関係者�
努力�より着実�利用率が向上。
◆地産外商�機会�拡大や新商品開発、
商品�磨き上げ�より地域�お金が落ちる
取組をさら�推進する必要がある。
◆学校給食等�おける地産地消�推進�
ため、生産・供給体制�くりが急がれる。

・学校給食等へ�農産物等�出荷・・・５３回
・町外�イベント等へ�出店/町�PR…７回
・町�指定管理者��定例会…９回
・グルメフェスタin梼原開催（9/22）

顧客を開拓するこ��より、都市部��交流や消費
拡大を図り、漁師�おばちゃん達が売る�いう大正
町市場周辺及び中土佐町�価値を高める。

【企画・�久礼もん企業組合】

くり�取り組んだ。
14名（正社員3名、パート等11名）
○また移住交流事業�し�、世代を超えた地
域�外部�交流を図り、地域�いいも�再
発見ワークショップ等を実施した。
◆新た�商品を加工するため�人材�育成
�加工施設�整備。
◆販路�開拓



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・11月末売上実績（前年対比）
　加工商品・イベント等
　　　　　　　　　　　21,095千円（135.6%）
　カフェ (8月～市場食堂)
　　　　　　　　　　　　 4,811千円（144.8%）
・11月末「しょうが�恋」売上（前年比）
　　　　　　　　　　　　10,269千円（328.4%）
・新商品�開発　 か�おレアステーキ
　　　　　　　　　　　海鮮�んぶり　俺�たれ
・新商品�商談　２０社

・カフェ�リニューアル及び新メニュー追加�より、地元
商店街へ�集客アップ�繋がった。　　（8～11月前年比
195.5%）

・新商品�新た�契約　５社

【指標】
・開発する商品数
・売上高(H22:22,748千円）

【目標(H27)】
・5商品
・28,000千円

【H25到達点】
・2商品
・28,000千円

まち�駅販売額　16,372千円（11月末）
　　　　　　　　　　　（前年比：94.0％）
「まち�駅」出荷登録者数：101名
グルメフェスタｉｎ梼原来場者数：約15,000人

【指標】
①「まち�駅」出荷登録者数 (H22:77名)
②「まち�駅」販売額 (H22:15,120千円)

【目標(H27)】
①120名
②40,000千円

【H25到達点】
①110名
②25,000千円
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

○行政、地域団体、生産者等�よる「四万十
町拠点ビジネス事業運営協議会」を設置し、
基本戦略�ある「四万十町スタイル」を取り
ま�めた。
○バラエティ�富んだ個性ある旧3町村（十
和-大正-窪川）�産品を一元的�流通販売
し、コスト削減を図る��も�新た�販路を開
拓した（県内12店舗、県外2店舗）。
○四万十町�地域資源を活用した加工品を
開発（5商品）する��も�、３��道�駅�

・四万十町拠点ビジネス運営協議会総会1回
・四万十町拠点ビジネス運営協議会担当者会：3回
・四万十町拠点ビジネス運営協議会生産者会：3回
・販売促進イベント実施：あぐり窪川１回、アンテナショップ
3回、米こめフェスタ1回
・アンテナショップチーフ、パート�募集
・産振アドバイザー制度�活用：4回
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
(4名）
・アンテナショップ店舗リニューアル（改装工事及びイベン

２９　津野町地産地消・外商販売戦略

《津野町》

ビジネス�拠点��る組織が中心��っ�、農産物
販売システム�より、津野町�産品�販売を行っ
�いる。
ふるさ�センター�道�駅�統合、高知店（瀬戸、
十津店）�改善計画策定、新アンテナショップ��
連携等�より、拠点ビジネス�安定化を図り、組織
体制�再構築、町内外へ�情報発信�よる交流人
口�拡大を図る。

【ふるさ�センター、津野町】

○集荷所、直販拠点施設整備�より町内流
通網が拡充された。
○販売組織・機能�統一（手数料、清算方
式等）�よる町内1直販所構想が実現した。
○生産性向上（ハウス、実証圃等）対策�よ
り、会員数・販売額が増加した。
○満天�星マルシェ�高い販売力�より農
家�生産意欲が向上した（出品すればほぼ
完売）。
○満天�星大福が高知県地場産業大賞�
産業振興計画賞を受賞した。
○安心安全�農作物販売システム�くり�
着手した。
◆道�駅布施ヶ坂が(有)ふるさ�センター�
統合、経営改善計画�着手したが、「風車�
まち�台所(新十津店)�売り上げが低迷し
�いる。
◆アンテナショップ・加工場へ�食材供給や
加工所商品�販売促進を図る必要がある。

・ふるさ�センター生産者会総会（6/12）
・販売会議・経営会議・直販所連絡会・満天�星定例会�
�売上高�分析・改善強化
・計画栽培（ジャガイモ・玉�ぎ・�んじん）�よる増産体制
強化
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
（1名）
・高知店（十津店、瀬戸店）改善協議（２回）
・道�駅布施ヶ坂職員研修会
・高知店（十津店、瀬戸店）等�23年度改善計画対応検証
会（12/9）
・高野地区集荷場整備

３０　四万十町拠点ビジネス体制�強化

《四万十町》

地域資源を有効�活用するため、地産地消や加工
品開発販売��を一体的�担うビジネス拠点組織
を中心�した仕組みや体制を整備し、地域�活性
化や所得�向上を目指す。

【四万十町、（株）あぐり窪川】 開発（5商品）する��も�、３��道�駅�
�連携商品（3丼）を開発した。
○高知市内�四万十町�アンテナショップ
「しまん�マルシェ四万十�蔵」をオープン
（H24.7,28）

◆事業主体�拠点ビジネス事業を運営し�
いく主体性�向上
◆新た�運営協議会�立ち上げ�運営体制
�構築
◆農産物等�取扱数量が減少傾向�あるこ
�から、生産体制を含め取扱量�確保が課
題
◆四万十町アンテナショップ�コンセプト�
構築

・アンテナショップ店舗リニューアル（改装工事及びイベン
ト�開催）
・蔵ニュース�発行（6回）

３１　須崎市�教育旅行や団体旅行�誘
致�向けた体制�整備

《須崎市》

須崎市へ�教育旅行や団体旅行を増やすため、
地域資源を活かした体験メニュー�充実、民泊受
入世帯�拡大を図る。

【須崎市観光協会、ＮＰＯすさきスポーツクラブ】

○交流人口�拡大を目ざし、体験プログラ
ム�造成、旅行会社主体�誘客活動、併せ
�インストラクター研修会���取り組む。ま
た、教育旅行�誘致・受入増を図るため民
泊受け入れ先�拡大�力を入れ�いる。
・教育旅行：H24実績1,501名
・体験旅行者数：Ｈ24実績4,519名
・宿泊施設等�充実
　民泊受入世帯平成24年度47世帯　（H23年
度14世帯）
◆教育旅行民泊受入先�確保、プロモー
ション活動、体験プログラム�増及びインス
トラクター養成

・教育旅行等�営業実績：93件
・民泊�訪問実績：555軒（民泊登録家庭数：10軒）
・民泊説明会開催(H25.10.22,23)
・漁業体験プログラム�、地引網漁�体験を追加
・下見、モニターツアー�実施（5回）

【四万十町、（株）あぐり窪川】



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・道�駅あぐり窪川販売金額（9月末）：178,393千円（対前年
度比130.6％）
・しまん�マルシェ四万十�蔵販売金額（11月末）：24,809千
円

・アンテナショップ新規雇用：3人 【指標】
①地域産品・土産品等�磨き上げ及び
新商品開発（H22:5品目）
②あぐり窪川販売金額
（H22:2.9億円）
③アンテナショップ販売金額
④常勤雇用者数

【目標(H27)】
①5品目以上､②4.2億円､③4.5千万円､

・直販所総売上　102,817千円（11月末）
　　　　　　　　　　　（前年比：96.5％）
・直販所高知店売上　55,354千円（11月末）
　　　　　　　　　　　　　　（前年比：89.2％）

・満天�星売上　129,890千円（11月末）
　　　　　　　　　　　（前年比：90.0％）

【指標】
高知店販売額
（H22：69百万円）
総販売額
（H19：110百万円）
（H22：136百万円）

【目標(H27)】
高知店：　90百万円
総販売額：162百万円

【H25到達点】
高知店：90百万円
総販売額：156百万円

①5品目以上､②4.2億円､③4.5千万円､
④3人

【H25到達点】
①5品目以上､②3.5億円､③4.3千万円､
④3人

・教育旅行等�受入実績　5,164名
（ドラゴンカヌー大会除く　2,664名）
・民泊登録家庭数　計57軒
・教育旅行等�受入実績：16件
・民泊説明会　27名参加

26年度春より200人規模�民泊事業を開始するこ��、
従来取引�あった旅行会社以外からも問合せや27年度
�仮予約が30件以上もあった。

平成27年度、教育旅行�予約7校（うち民泊4校）が内定
した。

【指標】
民泊受入世帯数：
（H22:０世帯）
教育旅行受入数：
（H22:3,228人）

【目標(H27)】
民泊受入世帯数：100世帯
教育旅行受入数：10,000人

【H25到達点】
民泊受入世帯数：100世帯
教育旅行受入数：5,000人
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

３３　梼原町�体験型・滞在型観光�推
進

≪梼原町≫

「龍馬脱藩�郷」�し��取組を継続。
まち歩きやセラピーロードを初め�した体験型観
光、住民主体�おも��し・受入体制�一層�充
実を図る。そし�環境・いやし�まち梼原�取組�
併せ�旅行会社、企業、大学��へ�誘致活動を

○誘客、受入・も��し体制
地域（住民）組織「ゆす�ら社中」�よる町内
が一体��った龍馬博、それ�続くふるさ�
博を活かした誘客、受入・おも��し�各種
取り組みを実施。多く�観光客が訪れ「龍馬
脱藩�郷」�し��イメージ�定着が図られ
た。また町民がお客様をお迎えするこ��よ
る効果を実感したこ�も今後�続く大き�成
果
・実績（4/1～3/31）
・宿泊者数：雲�上/マルシェ…8,309名（前

・愛媛県�イベント参加�よるPR活動…砥部焼ま�り
(4/20 ,21)、久万林業ま�り(愛媛県10/19-20)、えひめ・松
山産業ま�り(愛媛県11/23-24）
・梼原千百年物語り実行委員会�開催（１回）
・高知県産業振興推進ふるさ�雇用事業費補助金�導入
（1名）
・第６０回よさこい祭り��ＰＲ活動（8/9～11）
・ゆす�ら�休日　グルメフェスタin梼原（9/22）
・高知、愛媛��ＣＭ放送
・兵庫県�イベント参加�よるPR活動…酒ぐらルネッサン
ス(兵庫県10/5-6)

３２　中土佐町�地域資源を活用した体
験型観光�推進

《中土佐町》

重要文化的景観を活かした久礼�まち歩きや漁業
体験��体験型観光メニュー�充実を図り、商品
�販売を積極的�行う��も�、ガイド等�レベル
アップ�ため�研修等人材育成を行い、受け入れ
態勢を充実させ、中土佐町�おける交流人口�拡
大を目指す。

【中土佐町】

○インストラクター研修会開催�よるガイド
内容、使用アイテム�ブラッシュアップを図
る。またモニターツアー実施結果�フィード
バック�よるおも��し�向上�取り組む。
営業面��教育旅行をターゲット�した活動
�よる予約受注。山間部�おい��地域住
民参加�ワークショップを開催、自ら�地域
�よさを再確認し、外部�知っ�もらい、い
か�訪れ�もらうか��意見交換、リーフ
レット作成�提案��意識�変化が見られ
た。
・まち歩きガイド８名養成
・ＪＲ�タイアップし「味�散歩道」�よるまち
歩き商品販売開始
◆お客様�ニーズ�応えられるコース及び
時間設定を検討、インストラクター�養成及
び資質向上

・観光物産センターを大正町商店街�移転し観光案内開
始
・上ノ加江漁業体験PR　高知市内小学校6校、高知市老
人クラブ連合会
　（漁業体験�モニターツアー開催）
・上ノ加江漁業体験　33回
・テレビ取材等�おけるPR（2回）
・大野見自然体験塾（1回）
・来年度�向けた上ノ加江漁業体験PR　高知市内小学校
4校、南国市小学校1校、高知市老人クラブ連合会訪問

３４　清流�風�歴史�会えるまち津野町
まるご�体感t～観光集客アップ作戦～

《津野町》

四国カルスト天狗高原や四万十川源流点、風�里
公園、セラピーロード��を中心�した津野町�観
光スポット�歴史や伝統文化、地域�食��津野
町をまるご�PRし、年間を通じ�多く�観光客�集
客を図る。

【津野町】

○年間宿泊数(H24実績：9,207人)
○案内板�整備９か所
○四万十川源流点パンフレット１万部発行
森林セラピーパンフレット３万部増刷　津野
町まるご�ブック３万部改訂増刷
○町内�宿�連携�おも��し力�向上�
観光ガイド�育成（研修会９回）
○津野町情報発信（テレビ特番放送2回、中
四国向けテレビ番組2回、テレビイベントス
ポットCM356本、テレビPRCM340本、AMラジ
オ番組24回、AMラジオPRCM120本、FMラジ
オ番組52回、FMラジオPRCM100本）
○観光ＤＶＤ作成1000枚
◆観光ガイド�養成�、全体�スキルアップ
◆おも��し向上�更�るステップアップへ
�機運�向上
◆県外へ�情報発信�強化

・新茶PR月間・津野町ふれあい特産市及び関連イベント
（４回）
・各種イベント�開催（１５回）
・県外向けラジオPR（１８回）
・津野町観光ガイド�っぺん四万十風�会総会・研修会�
開催
・高知県観光拠点等整備事業�導入
　　（観光ＰＲ番組放送等）

併せ�旅行会社、企業、大学��へ�誘致活動を
行う。

【梼原町商工会、梼原町、松原まろう�会、坂本龍
馬脱藩�郷　ゆす�ら�あい�会】

・宿泊者数：雲�上/マルシェ…8,309名（前
年 8,259名）
・まちあるきガイド参加者数…　2,981名（前
年 11,175名）、ガイド養成人員：20名
・育ん�きた環境へ�取り組みが「学び」を
テーマ�観光資源�。
◆龍馬�まち、環境�まち、癒し�まち�ア
ピール�よる誘致活動強化

ス(兵庫県10/5-6)



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

宿泊者数（マルシェ、雲�上）：6,631名（11月末）
前年度（97.3％）
施設利用者数：68,984人（11月末）
　　　　　　　　　　（前年比：102.8％）
グルメフェスタinゆす�ら　来場者数約15,000人
龍馬脱藩マラソン大会参加者1,276名
�んりんピックマラソン競技参加者346名

【指標】
宿泊者数：
(H22：6,485人）
施設利用者数：
(H22：82,299人）

【目標(H27)】
宿泊者数：8,500人
施設利用者数：97,500人

【H25到達点】

・上ノ加江漁業体験受入数：646人
・久礼�まち歩き　7組103人

・上ノ加江海鮮祭�来場者　過去最高を記録
・漁業体験�新規申し込み　3校

【指標】
体験受入数
（H22：1,700人）

【目標(H27)】
2,300人

【H25到達点】
1,900人

H25.4月～11月宿泊者数 8,759人
（前年同期比：107.9％）
総会・研修会参加者13人

新茶スタンプラリー�飲食店や直販所が参画するこ�
�、おも��し機運が盛り上がった。
中四国へ�PR等�より、夏休み期間中�集客が前年比
10％程度アップした。（8/1～8/20間�風車�駅、道�駅
�来客集計より）

【指標】
主要宿泊施設年間宿泊数：（H19：8,925
人）
（H22：9,616人）

【目標(H27)】
主要宿泊施設年間宿泊数：9,800人

【H25到達点】
主要宿泊施設年間宿泊数：9,500人

【H25到達点】
宿泊者数：8,300人
施設利用者数：90,000人



【地域アクションプラン�取り組み状況�成果】【地域アクションプラン�取り組み状況�成果】【地域アクションプラン�取り組み状況�成果】【地域アクションプラン�取り組み状況�成果】

＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

３５　わざわざいこう「海洋堂ホビー館四
万十」を核�したミュージアム�まち�くり

《四万十町》

「海洋堂ホビー館四万十」�校舎等を企画展示や
体験教室�し�整備し、四万十町�観光拠点�し�
ブラッシュアップを図る��も�、周辺�整備予定�
新た�ミュージアムや四万十川流域�豊か�自然
や食、伝統文化��四万十町全体�魅力ある資源
を有効�組み合わせ更�る観光交流人口�拡大
を図る。

【四万十町、（株）海洋堂、（株）奇想天外】

○世界的�フィギュアメーカー�ある（株）海
洋堂��連携�より、廃校��った小学校を
活用し「海洋堂ホビー館四万十」を整備、開
館（H23.7月）。目標�15,000人を開館後約１
か月半�達成する��、交流人口�拡大や
雇用�創出��、中山間地域�活性化�繋
げた。
入場者数：149,842人（平成25年3月31日現
在）
○ホビー館オープンをきっかけ�JR�タイ
アップ。全国初�ミュージアム列車ホビート
レイン�運行を開始し予土線�利用向上�
繋げた。
○町内道�駅�入込客数や売上増加�も
貢献
○地元�観光客�受入体制�くりが進み、
直販所�オープンや食�提供、体験教室を
実施した。
○「海洋堂かっぱ館」�オープンや地元�方
�よる軽食「かっぱ茶屋」がオープン。ホビー
館およびかっぱ館�町内量販店��連携が
活発化し�いる。

◆リピーター�確保や来館者�滞在時間延
長�仕掛け�くり
◆ホビー館来館者を町内へ誘導するため地
元商店街や道�駅��連携、各種イベント
�対する効果的�広報�仕組み�くり

・企画展�開催：8回
・イベント広報用チラシ�作成：3回
・ホビー館イベント開催：6回
・イベント参加（幕張市・ワンダーフェスティバル、高知市・
まんさい）:2回
・混雑時�おける交通渋滞対策�実施：2回

３６　四万十町観光交流促進事業

《四万十町》

○高速道路延伸���向けた受入対応、人
材育成、プログラム造成、各種イベント�強
化、案内看板�設置、も��くり�食を生か

(1)○あちこちたん�隊�活動
　 ○定例会�開催4回（総会1回、定例会3回）
　 ○実地研修�開催1回

３７　四万十町大正地区�地域経済活性
化�核��る事業へ�取組

《四万十町》

拠点施設を整備し、海洋堂ホビー館や海洋堂かっ
ぱ館、奥四万十自然体験村構想等�地域資源を
活用するこ��、通過型から滞在型観光へ�シフト
を図り、観光分野を産業�し�構築、四万十町�経
済波及効果�繋げ�いく。

【（株）デベロップ大正、四万十町商工会大正支所、
四万十町】

○平成２４年４月～６月�かけ�５回�産業
振興アドバイザーを活用し、当該地域�おけ
る観光関連サービス事業�抽出、参入事業
�検討及び事業推進計画策定へ�支援を
受け、宿泊事業�立ち上げを進めるこ��
�った。
○平成２４年８月～９月�ステップアップ事
業を活用し、地域産業�核��る観光ホテ
ル事業�事業収益調査を実施。専門的見地
�たった詳細�分析、収支計画、事業収益
�シミュレーション、成功するため�必要�
取り組み����い�明らか��った。
○事業収益調査を基�ホテル事業�実施
可否��い�諮った�ころ、理事会�おい�
実施を断念するこ���った。また、当組合
�おい�大正地域�経済活性化�ため��
きるこ��し�、商店街�核施設を整備運営
する新会社へ�出資を決定した。
◆規模を縮小した宿泊事業�再検討及び大
正地域�経済活性化�むけた検討。

・新会社設立�向けた準備
・商店街�ぎわい事業調査研究委員会�開催（４回）
・産業振興アドバイザー�導入（３回）
・ＡＰ名称及び事業主体�変更
・商店街聞き取り調査（8店舗）
・大正商店街活性化推進協議会�開催（２回）

《四万十町》

高速道路�延伸や海洋堂ホビー館四万十�整備
を踏まえ、四万十町�山・川・海�豊か�地域資源
が�くりあげた景観や歴史、文化等�磨きをかける
��も�、も��くりや食を中心�したまち�くりを進
めるこ��、四万十町流域��滞在型観光を推進
する。

【四万十町、(社)四万十町観光協会、四万十町商
工会等】

化、案内看板�設置、も��くり�食を生か
したまち�くり���取り組んだ。
観光ガイド�養成実績２１名（H23年目標値
２０名）
観光拠点��る興津、ホビー館�改修工事
を実施
◆情報発信強化：メディア、パンフ、HP等を
活用した観光・イベント情報、周遊ルート�
提供及び３��道�駅が連携した情報�提
供

　 ○実地研修�開催1回
　 ○観光協会�よるパンフレット作成（8種類）
　○ガイド実施（2回）
(2)マリンレジャー�充実化（シーカヤック、ＳＵＰ、ダイビン
グ用備品�整備）
(3)○観光協会HP�更新
　 ○道�駅��観光情報案内人�配置（緊急雇用対策
�よる）



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・ホビー館入館者数（11月末）：55,762人（前年度比92.8％） ・地元住民が運営する「た�んごや」「かっぱ茶屋」�活
動�活性化
・ホビー館�着ぐるみを活用した四万十町�観光情報発
信�取組が始まった
・混雑時�おける交通渋滞�緩和

【指標】
①ホビー館�１年間入場客数
（H23：72,196人）2月29日時点
②常勤雇用者数
（H22:3人）

【目標(H27)】
①50,000人
②3人

【H25到達点】
①50,000人
②3人

○土日祝日夏休み期間中��道�駅��観光案内対応（ア
ンケート�863人）
　道�駅あぐり窪川、十和�各1名配置。

○ＨＰ閲覧者増
○マリンスポーツ体験者�増加
（期間中461人）

【指標】施設等利用者数
（H22：80万人）

・（株）デベロップ大正設立

　道�駅あぐり窪川、十和�各1名配置。
○観光パンフレット　6,500部作成
○道�駅��観光案内　約850人
施設等利用者数　約59万人（11月末）
○あちこちたん�隊ガイド実績　51名

（期間中461人）
【目標(H27)】
90万人

【H25到達点】
85万人
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＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞＜高幡地域＞

項目名及び事業概要、主�事業主体 これま��主�成果�課題
<これま��主�成果：○　課題：◆>

インプット（投入）
<講じた手立�が数量的�見える形�示すこ�>

３８　葉�ん�くを活用した加工食品�生
産・販売�拡大

《須崎市》

須崎市浦ノ内地区産�葉�ん�く、国産�麦味
噌、白味噌を使用した�たを生産し�おり、東京�
料亭やホテル���販売し�いる。今後、契約農家
等��増産を行い、新商品�開発�取り組む��
も�販路�拡大を行う。

【㈱アースエイド】

○高知市内�加工会社を通じ、東京�料亭
やホテル、また福岡県内�ホテルチェーン�
販売。
◆他�商品�開発。
◆地域�応じた味�研究・開発

・展示商談会へ�参加2件（県外１件、県内1件）
・農地拡大（Ｈ24年度作付分：18a → H25年度作付分：
40a）
・起業支援型地域雇用創造事業採択（新規雇用２名）
・試食会開催5回
・商品コンテストへ�参加（１回）
・高知県産業振興総合支援事業費補助金採択
　（総事業費：4,725千円、補助金額：2,250千円）

３９　梼原産キジ肉�生産・販売�拡大

《梼原町》

梼原町内�生産され�いるキジ�品質向上等�た
め�飼育環境�改善を行い、飲食店や百貨店等
へ�販路拡大�取組を行う��も�町内飲食店�
�消費�向上を図る。
また、生産者�所得�向上を図り、後継者�育成
を行う。

【梼原町雉生産組合】

○キジ生育数　約4,500羽
○県産業振興アドバイザー�導入

◆組合員�減少�高齢化。新規就業者�不
足。
◆町内飲食店��消費拡大。
◆町外��販路拡大。

・各種イベントへ�出店（3回）
・梼原町�よるステップアップ事業�申請

４０　県産竹材を活用した加工品�くり�
ため�竹材�安定供給

《須崎市》

◆竹材生産�ため�事業地�確保
◆竹材納品先��出材量�調整
◆県内最終加工事業者�県外納品先��調
整

・高知県産業振興推進総合支援事業費補助金交付申請
　（事業費15,990千円　補助金額10,151千円）

４２　地域産物を活用したお魚チップス�
生産・販路�拡大

《須崎市》

Ｈ２４�農商工連携事業を導入し、初め��菓子製
造��るお魚チップスを開発し３種類�味�販売し
�いる。今後�、地元産�野菜����コラボ商品
を開発する��も�販路�拡大を行う。

【㈱けんかま】

○Ｈ２４こうち農商工連携事業��アドバイ
ス等�より、菓子製造へ�進出決定
○か�お、青�り、栗�３��味�製品を開
発、販売開始。
◆新商品（新しい味）�開発

・も��くり総合技術展へ�展示
・試作（みょうが、しょうが）１回
・まるご�高知��販売開始（１１月～）

《須崎市》

県内�竹製品製造業者�対し�原材料�ある県産
竹材を安定的�供給するこ��より地域産業�発
展�貢献する��も�森林組合�収益�向上、雇
用�創出�よる地域�活性化を図る。

【須崎地区森林組合】

整

４１　四万十かおりビジネス事業

《四万十町》

　四万十川流域�地域産品�ある「四万十ヒノキ」
�間伐材や端材を活用した商品を開発し、首都圏
を含め広く一般消費者向け�流通、販売し�いくこ
��よっ�、「四万十ヒノキ」�認知度を高め、ブラ
ンド化���げる取り組みを進め�いく。また、ヒノ
キ商品�生産加工�、地域�工務店や木工グ
ループを活用するこ��よっ�、地域�活性化を図
る。

【（株）四万十ドラマ】

○広域4市町村（四万十町、中土佐町、四万
十市、三原村）�連携し�「四万十ヒノキブラ
ンド推進協議会」を発足（平成23年8月）。
○四万十ヒノキを活用した加工品�し��、
大手メーカー�机や椅子、家具等を製作し
�いる（四万十町森林組合）ほか、「四万十
�ひ�き風呂」（（株）四万十ドラマ）や「ひ�
きオイル」（（株）エコロギー四万十）等�商
品も開発、販売され�いる。

◆「四万十ヒノキ」�地域団体商標登録を目
指し�いるが、全国�対し�ネームバリュー
が弱く、ＦＳＣ認証材�販売や高付加価値化
へ�取り組みが苦戦し�いる。今後、木材業
界だけ��く、エンドユーザー(生活者)�目
線から認知度を高め�いく必要がある。

・新商品・新サービス開発支援事業費補助金�導入



アウトプット（結果）
<インプット（投入）�より、具体的�現れた形を示すこ�>

アウトカム（成果）
<アウトプット（結果）等を通じ�生じる プラス�変化を示すこ�>

指標・目標

・高知県内スーパー��葉�ん�く�た取扱い開始
・食品コンクール出展作品�商品化決定、契約店�よるネット
通販開始

【指標】売上額
　(H25見込み
　　　　5,000千円)
　
【目標(H27)】
20,000千円

【H25到達点】
5,000千円

【指標】販売額
　(H24：10,869千円)
　
【目標(H27)】
30,000千円

【H25到達点】
20,000千円

【指標】原竹供給本数
　
【目標(H27)】
30,000本

販売数量：4万袋（11月末） 【指標】販売袋数
　(H25見込み
　　　　約6万袋)
　
【目標(H27)】
15万袋

【H25到達点】
約6万袋

30,000本

・商品開発
　　間伐ヒノキぶろ、ポケットヒノキ

【指標】
新商品�開発
商品売上高（Ｈ24：11,000千円）

【目標(H27)】
３商品
40,000千円

【H25到達点】
３商品
15,000千円


